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お
金
の
心
配
な

い
医
療
保
障
を

日
本
共
産
党
区
議
団

は
、
区
議
会
第
１
回
定

例
会
に
「
子
ど
も
の
医

療
費
の
助
成
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
」
条

例
を
提
案
し
ま
し
た
。

現
在
、
中
学
３
年
生
ま

で
所
得
制
限
な
し
で
行

わ
れ
て
い
る
医
療
費
助

成
を
、
保
護
者
に
養
育

さ
れ
て
い
る
18
歳
ま
で

の
子
ど
も
に
拡
大
す
る

も
の
で
す
。

２
月
17
日
の
本
会
議

で
、
提
案
者
を
代
表
し

て
、
小
林
お
と
み
議
員

が
「
義
務
教
育
を
終
え

た
子
ど
も
た
ち
の
ほ
と

ん
ど
が
高
校
進
学
す
る

中
で
、
高
校
生
を
も
つ

家
庭
の
経
済
的
負
担
が

大
き
く
な
っ
て
お
り
、

少
な
く
と
も
お
金
の
心

配
を
せ
ず
に
医
療
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

た
め
、
医
療
費
助
成
の

拡
大
を
図
る
必
要
が
あ
る

た
め
」
と
提
案
理
由
を
述

べ
ま
し
た
。

３
月
３
日
、
本
会
議
で

日
本
共
産
党
と
無
所
属
以

外
の
反
対
で
否
決
さ
れ
ま

し
た
。

し
か
し
、
文
教
児
童
委

員
会
で
は
議
案
に
反
対
し

た
委
員
か
ら
「
命
を
大
切

に
す
る
施
策
だ
」
と
い
う

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
議
論
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

子
育
て
や
教
育
の

負
担
軽
減
を

高
校
生
を
持
つ
家
庭
か

ら
は
、「
高
校
生
に
な
っ
た

と
た
ん
に
お
金
が
た
く
さ

ん
か
か
る
」「
通
学
時
の
交

通
費
が
大
変
」「
ケ
ガ
や

病
気
の
と
き
は
体
の
心
配

よ
り
先
に
お
財
布
を
見
て

し
ま
う
」「
就
学
援
助
も

な
く
な
っ
て
不
安
」
な
ど

の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

東
京
都
日
の
出
町
で

は
、
高
校
生
ま
で
無
料
化

を
実
現
さ
せ
、
今
で
は
75

歳
以
上
の
医
療
費
助
成
も

実
施
し
て
い
ま
す
。
お
金

の
心
配
の
な
い
医
療
保
障

を
め
ざ
し
て
、
引
き
続
き
、

み
な
さ
ん
と
一
緒
に
取
り

組
み
ま
す
。

ご近所の名所 小豆沢水上バス乗り場

高校３年生まで医療費を無料に
日本共産党区議団が条例を提案

小豆沢４丁目にある船着場から（４月～１１月限定）で毎月２回、
水上バスが運行されています。２０１６年度は、４月１３日（水）
が初運航になります。スカイツリーなど下町の風景を眺めながら
浅草や葛西臨海公園などに行くことができます。
※７月・１１月は１回、８月は運航しません。
　問い合わせ　東京水辺ライン０３－５６０８－８８６９

板
橋
区
2
0
1
6
年
度
予
算
案
に
対
し
予
算
修
正
を
提
案

２
年
連
続
過
去
最
大
規
模

と
な
る
板
橋
区
の
２
０
１
６

年
度
当
初
予
算
案
に
対
し
、

日
本
共
産
党
区
議
団
は
約

5
億
円
の
予
算
修
正
提
案
を

行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
予

算
案
総
額
２
０
０
０
億
円
の

１
％
未
満
で
す
。
主
な
内
容

は
以
下
の
通
り
で
す
。

財
源
は
、
基
金
の
一
部
を

取
り
崩
し
て
活
用
し
ま
す
。

小林おとみ区議

公共施設のあり方についての区民検討協議
会開催

５６，１４８千円
いこいの家のお風呂を２回から４回へ復活

６，８６１千円

敬老入浴事業の対象年齢引下げと自己負担
据え置き

８３，４６９千円
要介護３以上の居宅介護者への支援金制度

１８２，６４９千円

７５歳時の人間ドッグ受診料助成　　

　　　　　　　　　　　１１３，８５９千円

小中学校入学お祝い支給事業

　　　　　　　　　　　８８，００７千円

就学援助の対象項目拡大 (ＰＴＡ会費･生
徒会費･クラブ費 )

２５，６７５千円

産後１カ月児及び産婦健診助成

２８，５７１千円

中央図書館基本設計の凍結

△５７，０６２千円
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ホームページをリニューアルしました！
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私
は
３
人
の
兄

に
囲
ま
れ
て

育
っ
た
末
娘
。

久
し
ぶ
り
に
兄

弟
全
員
が
実
家

（
草
加
）
に
集

ま
っ
た
お
正
月
。
そ
れ
ぞ
れ

の
近
況
報
告
を
交
し
合
い
ま

し
た
。
▼
笑
え
な
い
話
は
、

中
一
の
息
子
の
成
績
を
怒
る

私
に
、
母
が
出
し
た
私
の
中

学
時
代
の
「
２
」
が
並
ぶ
通

知
表
と
赤
点
だ
ら
け
の
成
績

表
。
息
子
が
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
て

反
撃
…
。
▼
昔
話
に
も
り
あ

が
る
中
で
び
っ
く
り
し
た
こ

と
は
、
昔
、「
共
産
党
に
は

近
づ
く
な
」
と
言
っ
て
い
た

母
が
戦
争
法
廃
止
を
求
め
る

署
名
用
紙
を
「
み
ん
な
書
い

て
」
と
テ
ー
ブ
ル
に
出
し
た

こ
と
。
兄
の
「
戦
争
法
っ

て
言
う
け
ど
必
要
で
し
ょ

う
？
」
の
一
言
に
、
父
と
私

で
大
激
論
に
。
▼
「
平
和
」

に
つ
い
て
家
族
、
兄
弟
、
友

人
な
ど
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考

え
を
率
直
に
話
し
合
う
こ
と

が
出
来
る
状
況
が
生
ま
れ
て

い
ま
す
。
み
ん
な
で
政
治
に

つ
い
て
、
日
本
の
未
来
に
つ

い
て
、
大
い
に
語
り
合
い
ま

し
ょ
う
！

区
内
の
多
く
の
商
店

が
、
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ

ニ
の
進
出
で
売
上
が
伸
び

ず
、
存
亡
の
危
機
に
喘
い

で
い
ま
す
。
に
ぎ
わ
い
の

あ
る
商
店
街
に
す
る
に
は

今
何
が
必
要
か
を
調
査
を

す
る
た
め
吉
田
豊
明
、
竹

内
愛
、
山
内
え
り
各
区
議

は
1
月
28
日
、
高
崎
市

へ
視
察
に
行
き
ま
し
た
。

全
国
が
注
目
す
る
「
ま

ち
な
か
商
店
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
助
成
制
度
」。
店
舗

改
装
費
用
の
2
分
の

1
、
上
限
1
0
0
万
円

を
補
助
す
る
こ
の
制
度

は
、
3
0
0
軒
の
市
内

商
店
へ
の
聞
き
取
り
調

査
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

生
の
声
を
聞
い
て
の
事

業
で
す
か
ら
、
口
コ
ミ

で
も
広
ま
り
、
当
初
予
算

1
億
円
を
10
日
で
使
い

切
る
ほ
ど
の
人
気
。
補
正

に
次
ぐ
補
正
で
増
額
。
今

や
若
い
創
業
者
だ
け
で

な
く
、
古
く
か
ら
の
商
店

も
活
気
を
取
り
戻
し
て

い
ま
す
。

板
橋
区
は
「
基
本
計
画

2
0
2
5
」
の
中
で
「
魅

力
あ
る
個
店
の
創
出
」
を

2
月
15
日
、
2
0
1
6

年
4
月
の
保
育
所
等
入

所
第
一
次
募
集
の
結
果
が

申
込
者
へ
通
知
さ
れ
ま
し

た
。保

育
施
設
へ
の
入
園
希

望
者
は
、
4
、0
3
9
人

で
昨
年
の
3
、7
2
8
人

か
ら
3
1
1
人
増
加
し
ま

し
た
。

申
請
結
果
の
通
知
が

届
い
た
日
、
保
育
サ
ー
ビ

ス
課
の
電
話
は
鳴
り
や
ま

ず
、
相
談
が
相
次
ぎ
ま
し

た
。
同
日
、
共
産
党
区
議

団
控
室
に
も
、「
職
場
復
帰

で
き
る
と
思
っ
て
い
た
の

に
」「
育
休
を
取
ら
な
け
れ

ば
よ
か
っ
た
の
か
」
な
ど

父
母
か
ら
の
切
実
な
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
認
可
園
増
や
せ
」
の
声

を
広
げ
ま
し
ょ
う

区
は
、
待
機
児
の
発
生

を
受
け
て
、
認
可
保
育
所

を
7
カ
所
、
小
規
模
保

打
ち
出
し
ま
し

た
。
し
か
し
、

具
体
的
な
施
策

で
は
、
個
店
へ

の
支
援
の
観
点

が
抜
け
落
ち
た

ま
ま
で
す
。
区

議
団
は
、
商
店

の
生
の
声
を
聞

き
、
支
援
の
中

心
を
個
店
支
援

に
踏
み
込
む
こ

と
を
求
め
て

2
0
1
6
年
度

予
算
案
審
議
に

臨
み
ま
す
。

栄町保育園を視察する区議団

―
店
舗
改
装
に
1
0
0
万
円
の
支
援
―

高
崎
市
の「
ま
ち
な
か
商
店

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
助
成
」を
視
察

保
育
園
が
ま
だ
ま
だ
足
り
な
い
‼

育
所
を
4
カ
所
の
合
計

5
9
2
人
分
の
保
育
の

受
け
皿
を
増
や
し
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
保
育
園

を
希
望
す
る
人
数
が
増
え

て
、
特
に
1
歳
児
で
入
園

で
き
な
か
っ
た
声
が
多
い

傾
向
で
、
そ
の
多
く
が
認

可
保
育
園
を
希
望
し
て
い

ま
す
。
ま
だ
ま
だ
保
育
園

が
足
り
な
い
状
況
が
浮
き

彫
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

抜
本
的
な
量
の
拡
大
と

同
時
に
、
保
育
施
設
の
充

実
、
保
育
士
の
処
遇
改
善

も
急
務
の
課
題
で
す
。

認
可
保
育
園
の
増
設
を

求
め
て
、
世
論
と
運
動
を

広
げ
ま
し
ょ
う
。
区
議
団

も
実
現
め
ざ
し
て
力
を
合

わ
せ
て
が
ん
ば
り
ま
す
。 高崎市を視察する吉田、山内、竹内区議（左より）

2
0
1
6
年
度
保
育
園
入
所
希
望
は
約
3
0
0
人
増

リニューアル助成を活用して入り口
を改修したお店
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エ
ス
コ
ー
ト
ゾ
ー
ン
の
設
置
を

3
ヵ
年
計
画
に
現
わ

れ
る
開
発
計
画

板
橋
区
の
今
後
３
年

間
の
実
施
計
画
（
い
た
ば

し
No
・
1
実
現
プ
ラ
ン

2
0
1
8
）
に
は
、
別
表

の
と
お
り
大
山
駅
周
辺
地

区
、
板
橋
駅
周
辺
地
区
、

上
板
橋
駅
南
口
駅
前
再
開

発
、
高
島
平
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
の
事
業
計
画
経
費

が
記
載
さ
れ
ま
し
た
。

J
R
板
橋
駅
の
駅
ビ

ル
と
区
有
地(

B
用
地)

の
一
体
開
発
で
は
、
区
有

地
に
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
を

建
設
す
る
計
画
で
す
。
駅

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
建
設
を
理

由
に
、
今
年
４
月
に
は
、

J
R
と
基
本
協
定
を
結

び
、
区
と
J
R
の
協
議

が
始
ま
り
ま
す
。

上
板
橋
駅
南
口
の
再
開

発
は
、
2
0
1
2
年
度
に
、

住
民
と
の
合
意
が
難
し
い

こ
と
を
理
由
に
、
計
画
の

見
直
し
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
も
の
で
す
。「
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

会
」
が
区
と
と
も
に
検
討

し
、
新
年
度
予
算
で
は
、

再
開
発
事
業
経
費
が
増
額

さ
れ
て
い
ま
す
。

国
の
誘
導
に
進
む
開
発

区
が
次
々
と
前
の
め

り
に
進
め
る
再
開
発
計
画

は
、
安
倍
政
権
の
「
国
土

の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

２
０
５
０
」
に
合
わ
せ
て
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
テ

コ
に
東
京
大
改
造
計
画
を

す
す
め
る
流
れ
に
誘
導
さ

れ
る
も
の
で
す
。
住
民
合

意
の
な
い
ま
ま
、
必
要
性

に
乏
し
く
、
莫
大
な
税
金

投
入
と
住
環
境
破
壊
を
も

た
ら
す
計
画
を
強
引
に
進

め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
開
発
と
一
体
に

な
っ
て
い
る
の
が
「
公
共

施
設
大
再
編
」
で
す
。
モ

デ
ル
と
す
る
高
島
平
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
で
も
見
ら

れ
る
よ
う
に
、
公
共
施
設

を
廃
止
・
縮
小
・
統
合
し
、

空
地
に
民
間
デ
ベ
ロ
ッ

パ
ー
に
よ
る
タ
ワ
ー
マ
ン

シ
ョ
ン
建
設
な
ど
を
行
う

も
の
で
す
。
国
の
補
助
金

が
そ
の
誘
導
策
に
な
っ
て

い
ま
す
。

暮
ら
し
福
祉
優
先
に
転

換
を

区
は
、
民
間
の
利
益
ば

か
り
が
優
先
さ
れ
る
再
開

発
へ
多
額
の
予
算
を
注
ぐ

視
覚
障
害
者
が
安
心
し
て
横
断
歩
道
を
歩
け
る
よ
う
に

警
察
庁
は
、
平
成
19
年

に
「
エ
ス
コ
ー
ト
ゾ
ー
ン

の
設
置
に
関
す
る
指
針
の

制
定
に
つ
い
て
」
を
通
達

し
て
い
ま
す
。
エ
ス
コ
ー

ト
ゾ
ー
ン
と
は
、
視
覚
障

害
者
が
安
全
に
横
断
歩
道

を
歩
け
る
よ
う
に
、
歩
行

の
手
が
か
り
と
す
る
突
起

物
の
列
を
設
置
す
る
も
の

で
す
。

横
断
歩
道
も
「
歩
道
」

と
名
前
が
つ
い
て
い
ま

す
が
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の

よ
う
な
も
の
は
あ
ま
り
み

か
け
ま
せ
ん
。
こ
の
エ
ス

コ
ー
ト
ゾ
ー
ン
の
設
置
指

針
で
は
、（
１
）
視
覚
障

害
者
の
利
用
頻
度
が
高
い

駅
、
役
所
、
視
覚
障
害
者

団
体
な
ど
が
あ
る
施
設
、

特
別
支
援
学
校
、
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、

病
院
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
社
会
福

祉
施
設
。（
２
）
高
齢
者
、

障
害
者
な
ど
の
移
動
等
の

円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る

法
律
に
お
け
る
重
点
整
備

地
区
内
の
主
要
な
生
活
関

連
経
路
に
係
る
横
断
歩
道

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

板
橋
区
が
、
エ
ス
コ
ー

ト
ゾ
ー
ン
の
積
極
的
な
推

進
を
す
す
め
る
た
め
、
視

覚
障
害
者
な
ど
の
要
望
な

ど
も
聞
き
、
優
先
的
に
設

置
必
要
な
個
所
を
選
び
、

関
係
す
る
警
察
署
に
要
望

す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

区
長
は
「
必
要
な
設
置

場
所
を
確
認
し
、
警
察
署

に
要
望
し
て
い
き
た
い
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

九段下交差点のエスコートゾーン（横断歩道中央）

開発計画に前のめり

一
方
で
、
貧
困
と
格
差
の

対
策
や
保
育
園
待
機
児
問

題
、
介
護
や
医
療
の
負
担

軽
減
、
区
内
経
済
活
性
化

に
は
背
を
向
け
続
け
て
い

ま
す
。　

さ
ら
に
は
、
財
政

調
整
基
金
が
目
標
の

1
9
0
億
円
に
達
し
た

こ
と
を
あ
げ
、
今
後
は
、

義
務
教
育
施
設
と
公
共
施

設
整
備
基
金
に
積
み
上
げ

る
姿
勢
で
す
。
開
発
優
先

の
姿
勢
か
ら
、
住
民
の
暮

ら
し
福
祉
向
上
の
区
政
へ

転
換
す
べ
き
で
す
。

次
号
は
、
上
板
橋
南
口

再
開
発
に
つ
い
て
掲
載
し

ま
す
。

上板橋駅南口駅前地区

高島平グランドデザイン

板橋駅周辺地区

大山駅周辺地区 33 億
5600 万円

2億
7000 万円

19 億
9200 万円

9億
9600 万円

1億
4500 万円2100 万円

2500 万円 2000 万円 2000 万円

3800 万円 検討中 検討中

2016 年 2017 年 2018 年

別表　いたばしNo1 実現プラン 2018 で示された３ヵ年の事業計画

大田伸一区議

連載〈1〉



日本共産党の
生活・法律相談

気楽にお電話ください

〈4〉いたばし元気帳

いわい桐子事務所
高島平 7–20–17– 102
℡ 6904–0448

大田伸一事務所
前野町２–27–８　
℡３５５８–７３１０

かなざき文子事務所
双葉町６–12　　
℡３９６１–９７７１

吉田豊明事務所
成増１–５–24　
℡３９７５–５５０６

小林おとみ事務所
本町 30–５　
℡３９６２– ７３８２

竹内愛事務所
高島平 7-20-17- 102
℡ 5997- 0788
徳丸事務所　徳丸２－２８－２
℡５９２０－４１３０

松崎いたる事務所
小茂根２-２７-11　
℡ 5965- 1550

荒川なお事務所　
かみいたセンター 常盤台4-35-4
℡ 3934-5016
坂下事務所 坂下 1-26-11-101
℡ 3960-8530

山内えり事務所 
大山東町５９－６ 
℡３９６２－０１８８

慣
れ
親
し
ん
だ
所
で

終
末
期
も
過
ご
し
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。
一

番
の
不
安
は
必
要
な
時

に
入
所
で
き
る
施
設
が

少
な
い
こ
と
で
す
。
も
っ

と
施
設
を
増
や
し
て
ほ

し
い
で
す
。

日本共産党板橋区議会議員団 　
板橋区板橋 2-66-1　℡ 3579-2717

　読者の声 読者から寄せら
れた感想・意見
を紹介します。

高
齢
者
施
設
を
増
や
し
て
ほ
し
い

母
が
介
護
3
で
い
ろ

い
ろ
な
介
護
者
の
方
々

に
お
世
話
に
な
っ
て
い

ま
す
。
一
人
の
母
を
看

る
の
も
苦
労
す
る
の
で
、

介
護
の
仕
事
の
人
が
働

き
や
す
く
、
生
活
費
も

十
分
も
ら
え
る
よ
う
に

な
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

コミュニティバスではありません。
板橋区には以前から、無料で利用で
きる「４館送迎バス」が走っています。
このバスは、東武東上線ときわ台駅、
教育科学館、エコポリスセンター、都
営三田線西台駅、リサイクルプラザ、
熱帯環境植物館を循環しています。区
の４つの施設をめぐるために創設され
たもので、東武東上線と都営三田線か
らもアクセスを可能にしています。かつ
ては平日も運行していましたが、利用
者が少ないため、現在は土曜日、日曜
日、祝日、中学校の夏休み期間のみ
の運行となっています。
日本共産党は、このバスの運行を再
編して、多くの区民が利用できるよう
にすべきだと要求しています。平日に

は区役所を経由すれば、いっそう区
民の役にたちます。区立美術館など
もコースに入れて、充実させることを
提案しました。

介
護
職
員
の
処
遇
改
善
を

（
70
歳
　
女
性
）

（
60
歳
　
女
性
）

廃
校
跡
地
は
有
効
活
用
を

（
南
常
盤
台
在
住
　
Ｋ
さ
ん
）

使
わ
れ
な
く
な
っ
た

学
校
に
認
可
保
育
園
を

作
っ
て
く
だ
さ
い
。
共

働
き
の
若
い
夫
婦
が
安

平
和
都
市
宣
言
を
か
か
げ
る
板
橋

区
と
し
て

（
四
葉
在
住
　
Ｙ
さ
ん
）

戦
後
71
年
の
今
年
は

更
に
大
切
な
年
で
す
。

「
板
橋
区
平
和
都
市
宣

言
」
は
画
期
的
な
も
の

で
す
。

昭
和
60
年
発
効
以
降
、

具
体
的
な
取
り
組
み
に

つ
い
て
知
り
た
い
。

ま
た
、
問
題
点
に
つ

い
て
共
産
党
の
提
案
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

区内に無料バスが走っています

心
し
て
働
け
る
よ
う
に

す
れ
ば
、
税
金
も
増
え

る
し
、
少
子
化
も
希
望

が
も
て
ま
す
。

昔
は
大
学
を
卒
業
し

た
ら
確
実
に
正
社
員
に

な
れ
た
時
代
で
し
た
が
、

今
は
違
い
ま
す
。

現
在
の
利
子
付
き
奨

学
金
で
は
な
く
、
給
付

型
奨
学
金
を
板
橋
区
と

し
て
も
作
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

区
独
自
の
給
付
型
奨
学
金
を

（
男
性
）


